
 

（ 計 画 名 ） 富山・高岡区域都市開発区域建設計画 

（策定主体） 富  山  県 

（地域の課題） 

○ 北陸新幹線の開業や東海北陸自動車道の全線開通など、基幹的な交通体系

の整備による地域社会の経済活動や観光交流の活性化が期待されるが、一方

で大都市への人口、購買力の流出などのストロー効果も懸念されることか

ら、地域間競争に打ち勝つブランド化、交流人口の拡大、魅力ある都市づく

り等を進め、地域経済に活力と競争力を生み出すことが求められている。 

 

○ 本格的な人口減少時代を迎え、全国に先駆けた少子化対策の実施や、中心

市街地に都市機能を集積し、コンパクトなまちづくりを進めていくなど人口

減少に対応した社会づくりが求められている。 

 

（計画の概要） 

(1) 三大都市圏や環日本海地域等と連携する広域高速交通体系の整備 

○北陸新幹線の建設促進、東海北陸自動車道等の高規格幹線道路網の整備促進

○日本海側の国際貿易拠点である伏木富山港の機能強化、高度化等の整備 

○環日本海交流の拠点空港である富山空港の計画的な施設整備 

 

 (2)定住の促進、交流人口の増加を図る都市基盤等まちづくりの推進 

○富山市、高岡市を核に周辺市町村を包含した一体的な中核都市圏の形成 

(生活基盤施設の充実、多様な都市機能の集積、都心部への居住の促進等) 

○高速交通体系の整備、情報通信基盤の整備による多様な地域との交流・連携

○少子高齢化の進展に伴う人口減少時代の到来、高度情報社会に対応した質の

高い生活及び多様な就業機会の確保対策の推進 

 

(3)知恵と技術が活きる産業づくり 

○多様な都市機能の集積によるコンパクトな市街地形成の推進など、魅力ある

商業空間の形成、中心市街地の再生への支援と経営革新の推進 

○ＩＴやデザイン、健康サービス業などの新しい分野の創業や人材育成の支援

○地域の観光資源を活用した体験型観光、県境を越えた広域観光、外国人観光

客の誘致による国際観光の促進 

 

(4)環境の保全 

○環日本海環境協力センターを中核拠点とした国際環境協力の推進 

○地球環境保全対策の推進、自然との共生や循環型社会の形成を通じた安全で

健康な環境の確保 
 


